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情報通信行政・郵政行政審議会議事規則第4条及び接続に関する議事手続規則第2条の規定によ

り、平成24年10月26日付け情郵審で公告された省令案に関し、別紙のとおり意見を提出します。



（別紙） 

 

この度は「接続料規則及び接続料規則の一部を改正する省令の一部を改正する省令案」につき意見募

集の機会を頂き、厚く御礼申し上げます。 

下記のとおり弊社意見を提出させて頂きますので、御取り計らいの程何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

＜弊社意見＞ 

平成 25年度の接続料算定に用いる入力値更新については適当と考えます。 

最新の入力値へ更新すること、加えて長期増分費用モデルの一部変更を行うことによって、接続料原価

の低減化が図られるものと窺えますが、平成 24年 9月 25日付け｢長期増分費用方式に基づく接続料の

平成25年度以降の算定の在り方｣答申によりますと、接続料の水準は依然上昇傾向にあることは変わり

ありません。 

NTT東西殿のPSTNマイグレーション／廃止時期が明らかとなり、IP網への一層の需要移行が見込まれ、

PSTN を取り巻く市場環境が大きく変化しようとしておりますので、長期増分費用モデルの抜本的見直し

は避けられないものと考えております。今後鋭意ご検討いただけることを要望いたします。 

 

以上 




